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2023年度　技術手法委員会活動総括
１．2023年度当初活動スケジュール
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２．技術手法委員会
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３．国際連携タスクフォース
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４．業界横断EDIタスクフォース
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５．国連CEFACT会議
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６．AFACT会議
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７．ISO TC154
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国際会議名 会議期間 場所 会議トピック

第40回国連CEFACTフォー

ラム

2023年5月8日～5月12日 ジュネーブ

・国連CEFACT貿易デジタル化推進プロジェクト

  =>日本の貿易デジタル化調査結果報告

　　＊データ項目の粒度の相違

　　＊金流ネットワークと商流・物流ネットワークの同期

  =>貿易金融参照データモデルの提案（日本）

  =>国連CEFACTプロジェクトへの提言（日本）

第41回国連CEFACTフォー

ラム

2023年10月2日～10月6日 バンコク

・貿易デジタル化推進プロジェクト

  =>プロジェクト体制の確立

　　＊日本は信用状、貨物保険を担当し、商流BIEの見

直しに参加。

・ICC-DSI合同コンファレンス

   =>貿易文書とデータ項目の見直しと整理が始まった。

・物流ドメイン会議

　=>海事シングルウィンドウ

　　 ＊国連CEFACT運輸物流プロジェクト

・金融支払ドメイン会議

  =>信用状BRSの日本提案

・技術仕様ドメイン会議

  =>BSP参照データモデルの見直し審議

・簡易化インボイスメッセージ検討会議

  =>EU指令に対応したCIIサブセットの検討

第29回国連CEFACT総会

2023年11月9日～11月10日 ジュネーブ

・国連CEFACT役員の改選

  =>副議長６名の選出（2名は再選）

  =>アジア太平洋地域ラポータに菅又が選出（再任）

・国連CEFACT開発概要

  =>各PDAごとの活動状況総括

・地域ラポータ報告

  =>菅又よりAFACT活動中心に報告

・勧告

  =>勧告48号（政府貿易円滑化機関への民間の参加）

紹介

・標準及び導入ガイド

  =>前回の総会以降に発行した標準とガイドを紹介

・ESG特別チーム報告

・将来への挑戦

  =>国連CEFACTの将来についての議論と、将来の優

先分野についての議論

  =>デジタルとグリーン変革を政策指針としてどのように

統合できるか
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2023年7月10日～7月11日京都

・eASIA賞計画審議

  =>テーマと日程を決定

・BDC（Business Domain Committee）

   =>貿易手続WG

　　＊国連CEFACT貿易金融プロジェクト紹介

　 =>旅行WG

　　＊”Experience Program”及び”Sustainable

Tourism”を紹介

  =>新たなWG、 Sustainable Development & Circular

Economy WGが３つのプロジェクトを開始

　　＊Carbon Footprint Verification & Tax

　　＊Agriculture ESG

　　＊MaaS (Mobility as a Service)

・TMC（Technology and Methodology Committee）

　=>ISO TC154の活動を紹介

・シングルウィンドウアセスメント手法（SWAM）紹介

2023年12月1日～12月2日台北

・カントリーレポート

  =>中華台北、韓国、インド、タイ、日本が報告

・第41回国連CEFACTフォーラム報告

  =>貿易金融プロジェクト（菅又）

  =>リージョナルシングルウィンドウ（渡邊）

  =>重要原材料プロジェクト（スカーレット）

・第29回国連CEFACT総会報告（清友）

・委員会及びWG報告

　=>旅行観光部会

　　＊Sustainable Tourismプロジェクト

　　＊DMO&DSCパッケージツアープロジェクト

　=>持続開発／循環型経済部会

　　＊カーボンNet-Zeroプロジェクト

　　＊スマート農業プロジェクト

  =>技術手法委員会

　　＊TC154総会報告

・eASIA賞

　=>カテゴリ：Smart Governance and Management

　　＊Mobile e-Certified Notice Project（韓国）

　　＊New TaiPAY（中華台北）

　=>カテゴリ：Digital Transformation for SMEs

　　＊Digital receipt solution（韓国）

　　＊Digital Trade Infrastructure （日本）

　=>カテゴリ：Sustainability and Circular Economy

　　＊Mobility as a Service, Kaohsiung（中華台北）

　　＊Facilitating the carbon inventory（中華台北）
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2023年10月24日～10月27日 香港

・TC154委員長（中国）報告

　=>TC154とUNECEとの間で合同作業グループの活動

に関するTORが合意された。

　=>TORに基づきJWG9（国連CEFACTセマンティックスと

の調整）が設立された。

・JWG1（EDIFACT）

　=>ISO9735-11（V3をV4の基で使用）公開。

・WG6（Trusted Communication）

　=>「ブロックチェーンベースのプラットフォーム導入ガイ

ド」が最終投票間近。

　=>「電子署名付きPDFの長期保存」がCD投票に入る。

・WG5（日時表記）

　=>ISO8601のコンフォーマンステストサイト解説。

・JWG9（UNECEとの合同WG）

　=>以下のプロジェクトを担当する。

　　＊ブロックチェーンベースの電子BL

　　＊BSP参照データモデル

　　＊物流サービスプロバイダー間のデータ交換

　　＊TDED保守

・WG7（デジタルビジネス）

　=>エンタープライズ正規モデル

　=>カーボンデータ標準

　=>インダストリアルインターネット

　=>リスクベース製品品質

　=>スマートコントラクト

・TC307（ブロックチェーン担当）との合同WG設立提案は

否決された。
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4月～6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

技術手法委員会 △ △

国際連携

タスクフォース

▲ ▲ ▲ ▲

国連CEFACTにおける

国際標準化とその普及

新技術に対応する国連

CEFACTプロジェクト参

加

業界横断EDI

タスクフォース

▲ ▲ ▲ ▲

業界横断EDI仕様の国

際標準化推進

業界横断EDI仕様の国

内業界への展開

国内DXデータ連携基盤

の調査

国連CEFACT標準準拠

の国内EDI推進

企業間システム協同メカニズム（新プロジェクト）

国連

CEFACT

フォーラム

（バンコク）

国連

CEFACT

総会

（ジュネーブ）

国連

CEFACT

フォーラム

（ジュネーブ）

AFACT

中間会議

（京都）

国連

CEFACT

における

API

化動向調査

ISO TC154

総会

（ホンコン）

AFACT

総会（台北）

eASIA

賞

プロジェクト提案

BRS

策定

データモデル策定

公開レビュー

CCL

サブミッション

報告書

貿易金融

DX

プロジェクト

AI

による電子交渉ユースケース調査

ESG

分野の標準化動向調査

・

RDM

日本語解説

・

RDMCCL

日本語化

・日本版

RDM API

化導入可能性調査

CCL2023A

公開

CCL2023B

公開

日本語化

日本語化

業界横断

EDI

辞書

（

2023A)

業界横断

EDI

辞書

（

2023B)

23B

申請〆切

24A

申請〆切

ハモナイゼーション

国連

CEFACT

コード表

日本版整備

メッセージデータモデル間マッピングの仕組み構築

RDM

国内実装検討

産業界の具体的な要望に応じて、国内

EDI

の国連

CEFACT

標準対応支援

国連

CEFACT

標準と国内

DX

データ連携基盤との整合化研究


image2.emf
技術手法委員会 参加人数 審議事項

第1回技術手法委員会

　2023年7月5日

（オンライン）

16

・2023年度JEC-SIPS委員会体制及びリーダーの選出

・2023年度技術手法委員会活動計画

・貿易デジタル化推進プロジェクト国連CEFACT提案

第2回技術手法委員会

　2024年3月12日

（オンライン）

14

・2023年度技術手法委員会活動総括

　=>国際連携タスクフォース

　=>業界横断EDIタスクフォース

　=>標準化国際会議

　=>貿易金融デジタル化推進プロジェクト

・2024年度技術手法委員会活動への要望
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第1回タスクフォース

　2023年7月19日

（オンライン）

15

・貿易デジタル化推進プロジェクト

  =>国連CEFACTの貿易デジタル化プロジェクトでは、ICC

　　（国際商業会議所）が進めるUNCITRALのMLETR（電子的転送

　　可能記録のためのモデル法)に則って進めるとしている。

・AFACT中間会議（京都）報告

・RDMによるメッセージ構築法

  =>日本の業界向けサブセット策定ツールになりえることを期待

第2回タスクフォース

　2023年9月9日

（オンライン）

11

・貿易金融国際標準化プロジェクト進捗報告

　=>信用状プロセス業務要件仕様書案

・国連CEFACTフォーラム対処方針

　=>信用状プロセス業務要件仕様書提案

　=>インボイス用追加BIE提案

　=>技術仕様ドメインで参照データモデル見直し審議

　=>旅行観光部会でAPI化新規プロジェクト提案

・国連CEFACTでのESG関連プロジェクト紹介

第3回タスクフォース

　2023年11月15日

（オンライン）

10

・国連CEFACTフォーラム（バンコク）報告

　=>貿易金融プロジェクトは隔週でオンライン会議開始

・国連CEFACT総会（ジュネーブ）報告

　=>副議長の改選

　=>菅又はアジア太平洋ラポータに再選

・TC154総会（香港）報告

　=>国連CEFACTよりBSP参照データモデルのIS化提案

　=>中国よりブロックチェーンベースの電子BL提案

　=>ISO7273(TDED)のメインテナンスプロジェクト再開

第4回タスクフォース

　2024年1月24日

（オンライン）

13

・国連CEFACT新体制紹介

・貿易金融プロジェクト進捗報告

　=>信用状プロセスBRSはチームレビュー開始

　=>海上貨物保険BRS作成開始

　=>インボイスBIE追加審議完了

・ISO TC154プロジェクト進捗報告

　=>デジタルビジネス担当WG

       ＊カーボンデータ標準化プロジェクトは進捗が停滞。

　　　＊電子商取引における製品品質標準が検討中。

　　　＊Blockchainによるスマートコントラクト・プロジェクトは賛

　　　　　成国が少なく立ち上がらず。

　=>国連CEFACTとの合同WGは次のプロジェクトを担当

       ＊BSP参照データモデル

　　　＊電子BL

       ＊TDEDメインテナンス

・貿易デジタル化国際情勢報告

　=>WTO電子商取引交渉に関する共同議長が13条文のデジタル貿易ルー

ルに合意したことを発表。

  =>国際商業会議所（ICC）の作業グループが、貿易デジタル化に関わる文

書の分析結果と、使用される標準データ要素の一覧を発表.
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第1回業界横断EDIタスク

フォース

　2023年8月2日

（オンライン）

17

・業界横断EDI辞書

　=>2023年A版対応の業界横断EDI辞書説明

　=>中小企業共通EDIより提起された2023年B版対応サブ

　ミッション審議

・業界横断EDIメッセージBIE表新ツール機能紹介

・国内DXの動向調査

　=>デジタル田園都市国家構想閣議決定

　=>デジタルライフライン全国総合整備計画検討方針

　=>デジタル社会の実現に向けた重点計画閣議決定

  =>中小企業庁・デジタル庁・デジタル田園都市国家

     構想等の「データ連携基盤」を（ウラノス エコシステム）

　　に統一

    =>DADC企業間取引プログラム将来ビジョン検討会設置

・水道情報活用システムの紹介

第2回業界横断EDIタスク

フォース

　2023年10月17日

（オンライン）

15

・貿易EDI仕様活用ツールの紹介

    =>補足情報（SC)取扱い

    =>参照データモデル使用

    =>XMLインスタンス生成

・国連CEFACTフォーラム（10/2-10/5)報告

・国内DX進捗状況

　=>サプライチェーンデータ連携の仕組みに関するガイドライン

     （蓄電池関係）

　=>骨太の方針2023（R5. 6月16日）

  =>テクノロジベースの規制改革推進委員会

  =>デジタル行財政改革会議

第3回業界横断EDIタスク

フォース

　2023年12月13日

（オンライン）

16

・業界横断EDI辞書2023年B版

・AFACT総会／eASIA賞（台北）報告

  =>Mobile e-Certified Notice Project（韓国）

  =>New TaiPAY（中華台北）

  =>Digital receipt solution（韓国）

  =>Digital Trade Infrastructure “TradeWaltz”（日本）

  =>Mobility as a Service, Kaohsiung MeNGo（中華台北）

  =>Facilitating the carbon inventory to reduce GHG

emissions（中華台北）

・国内DX進捗状況

　=>データ連携基盤ウラノス立ち上がり

　　　アーキテクチャ

　　　蓄電池実証実験

　=>内閣府規制改革推進会議で地方自治体の調達システム

　　　見直し

　=>デジタル庁の規制改革推進委員会・テクノロジーベース

　　の規制改革推進委員会にて改訂テクノロジマップを発表

・ITCAより日本版SCRDM策定提案

第4回業界横断EDIタスク

フォース

　2024年2月14日

（オンライン）

13

・貿易金融プロジェクト進捗状況報告

　=>信用状プロセス

  =>海上貨物保険プロセス

・日本版SCRDM提案

　=>異なる業界EDI間連携を目指す

・国内DX進捗状況

　=>データ連携基盤ウラノスの講演

　=>蓄電池プロジェクトの目的

  =>全国中小企業団体中央会に、共通EDIとの連携働きかけ

　=>テクノロジーマップにQRコードを追加提案


